亜同文書院大学記念センター「若手研究者育成会」に係って by 山本 晃司
。 若手研究者育成会を振り返って
東亜同文書院大学記念センターポストドクター武井義和








































会報告（藤田センター長他）等 7 月未まで 9 国間
456 
豊橋研究支援謀山本晃司
催された。
特にポスト・ドクターについては、同文書院大
学記念センタ一事業において一定の分野の研究を
担い、またリサーチ・アシスタントについてはプ
ロジェクトの補助的業務の担い手として、文部科
学省の補助金の対象になっていることから、それ
ぞれの業務を通して自身の研究の発展に寄与する
ことを期待した。
この研究プロジェクトも 5 年聞の期間限定であ
り、限られた時間に少しでも研究者として大成へ
の足がかりとなればとの強い思いから、越知客員
研究員の企画で進められた。私が記することはお
こがましいと思うが、企画した越知客員研究員の
熱意等を踏まえ、今後、若手を中心に書院関係の
新たな探求と併せて記念センターの充実に期待し
たい。
